
 

 

  

 

  

 

ミカン科キハダ属 落葉高木 

キハダはその名前の通り、黄色いハダを持つ

木材で、北海道、本州、四国、九州、中国、

朝鮮半島、サハリンに分布しています。     

樹高 25ｍ、直径１ｍに達し、主に北海道産

のものが市場に出ています。心材と辺材の色

調差があり、大気にさらすと渇色に変化しま

す。木目がはっきりしている為、家具材など

に使用されますが軽量で軟らかいため、強い

荷重がかかる場所には向きません。建築内装、器具、

指物、単板、天然木化粧合板などにも使われています。                 

キハダは木材以外の用途で知っている人が多いので

はないでしょうか。それは樹皮が薬によく利用される

ことです。内樹皮は鮮やかな黄色で、コルク質を取り

乾燥させると生薬の黄柏（オウバク）になります。黄

柏にはベルベリンを始めとする薬用成分が含まれ、強

い抗菌作用を持つといわれます。また健胃整腸剤

としても用いられ、陀羅尼助（だらにすけ）、百

草、練熊などが有名です。 

また、染料としても使われ、キハダ色と呼ばれる鮮やかな黄色に染め上

げます。主に紅花を用いた染物の下染めに用いられるのが代表的で、紅

花特有の鮮紅色を一層引き立てるのに役立っています。草木染め初心者

でも簡単に鮮やかな黄色にできるので、非常に重宝する染色材です。         

 

 

木材以外の用途で 

知られるキハダ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

                   

詳しくは 

みなとモデル二酸化炭素固定認証制度 

ホームページ http://www.uni4m.or.jpまで。

是非ご覧ください。                  

皆様、お知り合いの方へ是非お誘いください。 

「みなとモデル二酸化炭素固定認証制度」とは、東京都港区内で延べ

床面積 5000 ㎡以上の建築を行う建築主に対して、一定量以上の国産

木材の使用を促し、その使用量に相当する二酸化炭素固定量を認証す

る制度です。本制度では、港区と間伐材を始めとした国産材の活用促

進に関する協定を締結した自治体から産出された木材の使用を推奨し

ています。島田市もこの制度に加入し、市内で生産された木材の販路

拡大を促進していくことになりました。㈱ナガイは登録事業者として

申請し、登録においての審査が行われ、先月認証されました。               


